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論文審査の結果の要旨 
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CD274/B7-H1/PD-L1 抗体を用いて、染色強度により 0 から 3 までスコア化し、強度 3 を






子であった (p<0.01、p=0.04) 。EGFR 遺伝子変異陽性肺癌での検討では、PD-L1 発現と
EGFR 阻害薬効果に相関はなく、PD-L1 陽性例と陰性例において、無増悪生存期間および
全生存期間に有意差は認めなかった。以上、PD-L1 発現陽性は非小細胞肺癌の予後不良因
子であり、術後再発ハイリスク群の抽出に有用であるとの結論を得た。 
第二次審査では、PD-L1 発現の生物学的意義や今後の臨床応用などについて幅広い質疑
が行われ、いずれも的確な回答が得られた。本研究は、PD-L1 発現が非小細胞肺癌の予後
因子であることを示した意義ある論文であり、術後再発ハイリスク群に対する抗 PD-1抗体
を用いた術後化学療法などの肺癌治療の発展に寄与するものと考えられた。以上より、本
論文は学位論文として価値あるものと認定した。 
